
○ 関税が発効後10年目に従
量税50円/kg・従価税無税に

削減されるが、引き続き「分
岐点価格で課税額が最小に
なる」仕組みは維持されてお
り、基本的にはコンビネー
ション輸入が行われると想定。

（50円/kgの従量税は、近年の
平均課税額23円/kgの約2倍）

豚肉の差額関税制度

【現行】

【関税削減最終年度】
（10年目）

平均輸入単価
531円/kg
（H18～27）

注：差額関税制度下では、安い部位と高い部位と組み合わせるコンビネーション輸入が経済
的に最も有利。コンビネーションを組む中で安い部位も一定量は輸入されるが、高い部位
の需要を超えてコンビネーションを組んで輸入すると、高い部位の在庫リスクが生じるた
め、結果として安い部位の輸入を抑制する効果。

■ 10年目までという長期の関税削減期間を確保。（従量税は近年の平均課税額
23円／kgの約２倍（50円／kg）に引下げ、従価税 （4.3％）は撤廃）。

■ 差額関税制度を維持するとともに、分岐点価格（524円/ｋｇ） を維持。
■ 関税削減期間中は、輸入急増に対するセーフガードを確保。

○ 豚肉の差額関税制度は、
平均単価が分岐点価格524
円/kgの豚肉が最も課税額が
低くなることが特徴。

○ このため、安い部位と高い
部位を組み合わせ、通関価
格を524円/kg付近に調整す

る「コンビネーション輸入」が
ほとんど（近年の平均課税額
23円/kgもこのことを裏付け：
524円/kg×従価税率4.3％
≒23円/kg）。
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